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●古典籍資料は、
・近現代の刊行図書とは異なり、同じ作品でも一点ごとに内容、形態等が異なっている

そのため、書誌データは記述対象資料ごとに作成されるのが通例
・ただし、書誌データに記載できる事項には限りがある

→１丁の行数、挿絵の有無、挿絵の彩色の状態、印記の種類 等々・・・全て記述できる???
・書誌データを見比べても、それらが同一の資料かどうかは、現物を閲覧しない限り

確認できない（ことも多い）

●検索の手間／検索結果の同定の手間／資料閲覧申請等にかかる手間などを削減

●画像情報を活用した学術研究の可能性の広がり

●資料劣化に対する一つの対応策（現物資料の利用を妨げるものではない）

●資料破損・消失等の危機に対する一つの対応策（画像データでの⾧期保存）

●古典籍資料を画像化し、複数の所蔵機関の古典籍画像を一つのデータベースに
統合する意義は大きい!

0.はじめに



1.事業の概要

●名称

【目標】
・開かれた学術研究基盤の構築・共同利用の促進
・新たな人文系の共同研究モデルの創出 －個人間から組織間へ/国文学から異分野へ－

【3つの柱】
(1)日本語の歴史的典籍画像データベースの構築

→ 大学・専門的機関と協働し、30万点の歴史的典籍画像データの作成・公開
(2)古典籍を活用した国際共同研究の推進
(3) 国際共同研究ネットワークの構築

日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画（略:歴史的典籍ＮＷ事業）

2014年度～2023年度の10年間（予定）
●事業実施期間

●本事業の目標と3つの柱



1.事業の概要

文部科学省ウェブサイト「学術研究の大型プロジェクトの推進」より「大規模学術フロンティア促進事業の概要」
http://www.mext.go.jp/a_menu/kyoten/1383666.htm（2019/6/12 閲覧）

人文社会科学分野として初めての
大規模学術フロンティア事業



1.事業の概要

●参考:共同研究について

極地研等との異分野融合研究や
NIIとの絵検索に関する共同研究など
多岐に渡る。詳細は
http://www.nijl.ac.jp/pages/cijpro
ject/research.html

http://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/



1.事業の概要

人間文化研究機構
・国立歴史民俗博物館
・国立国語研究所
・国際日本文化研究センター

海外の大学等
コレージュ・ド・フランス日本学高等研究所
コロンビア大学
高麗大学校
フィレンツェ大学
北京外国語大学
ライデン大学
ヴェネツィア国立大学
ナポリ大学
サピエンツァ・ローマ大学
バチカン市国図書館
ブリティッシュ・コロンビア大学
ケンブリッジ大学
カリフォルニア大学バークレー校東アジア図書
ベルリン国立図書館
ほか

その他
・国立情報学研究所
・国立極地研究所
・国立国会図書館
ほか

プロジェクト実施期間中は、事業の進捗に応じて
国内外の大学・研究所等と連携を進める予定

国内拠点20大学

●事業の推進体制（国内・海外の連携機関 等）



1.事業の概要

●国内の拠点大学（2019.6時点）

東京大学
お茶の水女子大学
早稲田大学
慶應義塾大学
立教大学
國學院大學

大阪大学
京都大学
関西大学
立命館大学
大谷大学
同志社大学

神戸大学
広島大学
九州大学

名古屋大学
奈良女子大学

・古典籍を多く保有する国内20大学
・各大学2名（教員1名＋図書館員1名）の委員により「拠点連携委員会」を構成
・2015～2017年度に14大学で1万点以上の古典籍資料を撮影

北海道大学
東北大学
筑波大学



2.新日本古典籍総合データベース

・画像30万点の収集を見据えて、新たな画像データベースを公開。
・従来の「日本古典籍総合目録データベース」の豊富な書誌情報を引き継ぎつつ、

画像を見やすく活用しやすい「新日本古典籍総合データベース」

●新たなデータベースの構築・公開

【公開】2017年10月

【URL】https://kotenseki.nijl.ac.jp/

・「日本古典籍総合目録データベース」
の豊富な書誌情報と、当プロジェクトで
作成・収集した高精細画像をあわせて見
ることができる
・誰でも無料でアクセスできる
・スマホ、タブレットにも対応



2.新日本古典籍総合データベース

・書誌:約620,000作品
・画像:約 95,000作品

●公開点数（2019.6現在）

・80機関以上
・公開中所蔵者一覧:https://kotenseki.nijl.ac.jp/page/usage.html

●公開中の所蔵者

30万作品の画像公開を目指す



2.新日本古典籍総合データベース

・タイトルやキーワードでの検索はもちろん、画像に付けられたタグ、本文テキスト、
おすすめキーワード、ピックアップコンテンツなど、多彩な検索ができる

●特⾧その１:探しやすい

・国際的識別子DOIを採用し、永続的なアクセスを保証。論文などへの引用の際に便利
●特⾧その２:引用しやすい

・デジタルアーカイブの新しい規格であるIIIF（International Image Interoperability
Framework）を採用。異なるデジタルアーカイブ間での画像共有や再利用が容易

・国文研所蔵の古典籍はCC BY-SAで公開（他機関所蔵資料は各機関の利用条件による）

●特⾧その３:活用しやすい



2.新日本古典籍総合データベース

・画像タグとは、古典籍画像の見出し情報や翻刻テキスト、挿絵などに付与したキーワード
・書名などがわからなくても、様々な古典籍と出会うことができる

●画像タグからの検索



2.新日本古典籍総合データベース

・DOIは、デジタルオブジェクトに対する国際的な識別子
・データベースのURLが変更されても、永続的にアクセス可能
・論文等で古典籍画像を参照・引用した際にDOIを明記することで、読者は元の古典籍画像を

いつでも確認することができる

●DOIによる永続的アクセス

https://doi.org/10.20730/200024143



2.新日本古典籍総合データベース

・International Image Interoperability Framework（IIIF）はデジタルアーカイブの
新たな国際規格。国内のデジタルアーカイブでも採用され始めている

・従来のデジタルアーカイブは、公開元のアーカイブでしか見ることができなかったが
IIIFに対応したアーカイブでは、異なるアーカイブ間での画像共有や再利用が可能になる

●IIIFに対応したビューア

国文研所蔵の『伊勢物語』の2点を並
べて表示した様子。IIIF対応ビューア
で公開している異なるアーカイブの画
像をこのように表示させることもでき
る（Manifest URIが公開されている必
要がある）



2.新日本古典籍総合データベース

・CiNii Booksとの連携（2017年10月から）
・今後拡大予定

●外部サービスとの連携

CiNii Books
https://ci.nii.ac.jp/ncid/BB14789810

新日本古典籍総合データベース



2.新日本古典籍総合データベース

・JapanKnowledgeとの連携（2019年1月から）
① 角川古語大辞典の”図版”から新日本古典籍総合データベースにジャンプ
② JapanKnowledgeの検索対象として新日本古典籍総合データベース著作データ収録

●外部サービスとの連携

JapanKnowledge
「角川古語大辞典」

“手燭”の項目に示された図版から…

（①の例）



3.オープンデータ

●公開時期:2015年～
●公開点数:3126作品（2019.6現在）
●公開条件:クリエイティブコモンズライセンスの「CC BY-SA」(表示-継承)
●公開場所:「人文学オープンデータ共同利用センター（CODH）」

●内容:
・古典籍画像と書誌データをセットで公開
・一部の作品には翻刻データや解題、タグデータを付加

●日本古典籍データセット

http://codh.rois.ac.jp/pmjt/



・古典籍3126作品分の画像・書誌データ等をセットにして提供
・各作品を丸ごとダウンロード可能

●公開その1 日本古典籍データセット

・日本古典籍データセットの画像をもとに、翻刻テキストを制作する過程で生まれる
くずし字の座標情報などを含めた、1文字ずつの字形データを提供

・4,645文字種、約680,000文字（2019.6時点）

●公開その2 くずし字データセット

【共通事項】
・人文学オープンデータ共同利用センター（CODH）からの公開
・クリエイティブ・コモンズ ・ライセンス「CC BY-SA」の下に提供

・公開日:2016年11月24日
・『万宝料理秘密箱 』に記された、100種類以上の卵料理に関する記述を翻刻
・そのうち20品を現代語訳し「クックパッド」に掲載。うち5品は実際の調理例も掲載

これらのデータをセットにして提供 ※2015年度のアイデアソンがきっかけ

●公開その3 江戸料理レシピデータセット

3.オープンデータ



【2015年度】
「歴史的典籍オープンデータワークショップ～古典をつかって何ができるか!

じんもんそん2015～」
・2015年12月18日（金）＠メルパルク京都
・レポート:https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/report_20151218.html

【2016年度】
「歴史的典籍オープンデータワークショップ～使いたおそう!古典籍データ～」
・2016年12月9日（金）＠国文学研究資料館
・レポート:https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/report_20161209.html

●公開データの活用のために・・・アイデアソンの実施

※アイデアソン:アイデア（Idea）とマラソン（Marathon）を掛け合わせた造語
あるテーマについて様々な人が意見を出し合い、アイデア創出などを短時間で行うイベントのこと

3.オープンデータ

【2017年度】
「歴史的典籍オープンデータワークショップ～切ったり貼ったり、

古典籍からなにを取り出そう?～」
・2017年12月8日（金）@大阪市立大学文化交流センター
・レポート:https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/report_20171208.html



4.古典籍のデジタル化

区分 対象となる条件

対象範囲

時代区分 ・国初から慶応４年（1868年）の期間に成立
著者等 ・日本人により著編撰訳されたもの
形態 ・書籍

・絵巻物、書画帖を含む
・浄瑠璃、⾧唄の類の歌謡の一篇

内容等 ・日本人の著作（和文、漢文、欧文を問わずに含む）
・日本に帰化したとみなすべき外国人の、日本における著述
・外国人の著述を、日本人が改修編纂したもの
・日本人が外国書を翻訳したもの、あるいは注釈を施したもの
（但し、施された注が書き込み程度のものは除く）
・外国人の著述したものについて、日本人による頭書・首書が

あるもの

補 足

・対象外となるのは、上記の範囲外にあるもの全て
ex:漢籍（和刻本漢籍も含む）

明治時代以降に刊行された資料
一枚の書画、絵図、地図など

・大部な刊本資料（『群書類従』など）は事前調整を行う

●資料の収集範囲
・原則として『国書総目録』の収録範囲に準じた収集
・古典籍という性質上、1作品1画像に限定してはいない



・下記の計画表に基づいて画像を収集し公開する予定
・ただし、共同研究計画に合わせた収集や、文庫単位での撮影を実施

●資料の分野別収集

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

地理

教育

医学・薬学

産業(農業等)

政治・法制
言語

歴史

理学（和算・天文）

仏教・宗教・神祇

学問・思想

「文学」および「芸術・音楽・演劇・諸芸」

経済
風俗・生活

武学武術等

4.古典籍のデジタル化



(1) 業者による撮影
・撮影業者による古典籍の撮影・画像作成（撮影の外注）
・マニュアルの公開

https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/database.html#section03

●デジタル化の方法

(2) マイクロフィルムからの画像作成（マイクロコンバート）
・マイクロフィルムからTIFF画像やJPEG画像を生成

＜特徴＞
・迅速かつ大量の画像化が可能
・安価
・モノクロ（マイクロの大半はモノクロ撮影）

(3) 画像作成の内製
・館内に設置した撮影機器（ブックスキャナorデジタルカメラ）で撮影・画像作成

4.古典籍のデジタル化

(4) 既存画像の活用
・各機関で独自に作成した画像を、新日本古典籍総合データベースから公開



●画像作成の内製
・2014年度から実証試験を実施
・2018年度から本格実施（国文研・拠点大学・その他機関）

4.古典籍のデジタル化

＜特徴＞
・撮影ノウハウが蓄積できる
・撮影を行う日時(時間帯)や対象資料の変更など、柔軟な撮影実施が可能
・業者撮影と棲み分けて実施

＜撮影方法＞
・国文研では、ブックスキャナを用いて撮影
・国文研に資料を預けて内製／機関にブックスキャナを貸与して内製



●既存画像の活用

4.古典籍のデジタル化

・各機関で独自にデジタル化した画像を国文研へ提供し、新日本古典籍総合データベースから
公開

＜各機関のメリット＞
・各機関で公開用サーバを維持管理しなくてもよい
・画像データにDOIが付与される
・所蔵古典籍の画像利用件数が増える（＝機関の名前が売れる）

＜手続き概要＞
・覚書の締結や公開に関する条件について、所蔵機関と国文研で調整
・所蔵機関から画像データと書誌データの提供

※提供方法は個別に相談
・原則として提供の翌年度中に新日本古典籍総合データベースから公開



大学名 2015-18
撮影点数

大学名 2015-18
撮影点数

北海道大学（全点完了） 927 奈良女子大学（全点完了） 1,114
東北大学 640 神戸大学 858
筑波大学 1,424 広島大学 396
東京大学 1,084 九州大学 100
お茶の水女子大学（全点完了） 1,085 慶應義塾大学 994
名古屋大学 1,297 関西大学 285
大阪大学 519 同志社大学 58
京都大学 3,478

2015～2018年度で15大学での撮影を実施し、うち3大学では予定全点を撮影完了
●拠点大学での撮影

●拠点大学以外でのデジタル化（専門機関所蔵資料の収集）
拠点大学以外の機関でも、専門性の高い古典籍を所蔵している学術機関と連携し、分野別収集や
共同研究の進捗に応じた撮影を実施
（機関例）
・研医会図書館:医学 ・味の素食の文化センター:料理、食文化
・東京書籍附設教科書図書館 東書文庫:往来物 ・国立天文台:理学
・東京海洋大学附属図書館:産業 ・東京藝術大学附属図書館:芸術
・宮内庁書陵部:歴史 など…

4.古典籍のデジタル化



●拠点大学での撮影 手続き
＜撮影費用の処理＞
・拠点大学から国文研へ撮影費用の請求

→各撮影業者と国文研が直接やりとりするのではなく、
拠点大学と国文研でやりとりを行う

＜撮影の実施＋書誌データ整備＞
・仕様書に沿って、拠点大学で撮影を実施
・書誌データの準備（作成、整備）

＜検収・画像の送付＞
・撮影業者から納品された画像データについて、仕様書

どおりの画像となっているか拠点大学でチェック
→問題があれば業者と調整、再撮影

・問題がなければ、画像と書誌データを国文研へ送付
→現在はHDDの郵送でデータを受け渡し

＜撮影費用の処理＞
・拠点大学から国文研へ撮影費用の請求（最終精算）

＜公開作業＞
・国文研で、画像と書誌の整備作業

＜撮影対象資料の選定＞
・分野別収集計画に沿って、拠点大学で資料を選定

→撮影対象リストの作成
・国文研で、撮影対象リストをチェック

→問題があれば再調整 OKならばリスト確定

＜仕様書の作成＞
・拠点大学で仕様書を作成

→仕様書に盛り込むべき必須の要件、任意の要件が
決まっており、それに沿って仕様書を作成

ex) TIFFとJPEGの2種類を作成【必須】
撮影場所は館内か館外か 【任意】

・国文研で、仕様書の内容をチェック
→問題があれば再調整 OKならば仕様書確定

＜参考見積の取得＞
・拠点大学で撮影対象リストと仕様書をもとに参考

見積を取得
・見積結果により、デジタルカメラ撮影か、ブック

スキャナー撮影かを決定
・国文研から「撮影決定通知書」を拠点大学へ送付
・拠点大学で、大学の会計規則に沿った契約を実施

公開!

4.古典籍のデジタル化



●拠点大学での撮影 仕様書について
●作成する画像
・TIFF形式 1セット 国文研での保管用
・JPEG形式 2セット 拠点大学での活用・保管用＋国文研での公開用

●解像度
・デジタルカメラ 2,100万画素相当
・ブックスキャナー 400dpi相当
●資料以外の撮影
・ターゲット:各資料の先頭に挿入（資料の基本情報を記したもの）
・スケール:各資料の1カット目に挿入（メジャー（目盛り））
・カラーチャート:ターゲットを除く全コマに挿入（色の比較測定用）

＜基本方針＞
・各拠点大学で、品質にばらつきのある画像が作成されないようにするため、そして

業者発注の範囲が異ならないようにするため、一部の項目については仕様書を統一
・一方で、各大学の状況に応じた撮影ができるよう任意事項も設けてある
（ex.撮影場所は館内か館外か／業者に求める資格要件・実績 など）

●発注できる範囲
・撮影、TIFFとJPEGの画像生成、画像の検収・納品 まで

4.古典籍のデジタル化



国文研では2011年度から古典籍のデジタル化を本格スタート
(a) 所蔵資料の撮影

国文研が所蔵する古典籍（写本・刊本）を撮影し公開

(b) 収集したマイクロフィルムからの画像作成
国文研が所蔵するマイクロフィルムから画像を作成
→デジタル公開の許諾が得られたものから画像作成、公開

(c) 拠点大学や専門的機関における画像作成、画像提供、内製等
2015年度から実施

(a)＋(b)＋(c)
2019年3月時点での画像作成点数:約 11万点

●これまでの画像収集

4.古典籍のデジタル化



【基本方針】既存の書誌データがあれば、可能な限り活用する

※既存の書誌データ例
(1) 各大学でNACSIS-CATあるいは大学独自のデータベース等に登録済みのもの
(2) 当館の日本古典籍総合目録データベース等に登録されているもの

※書誌データが作成されていない場合
(1) 画像作成と同時に各拠点大学で作成していただく
(2) 冊子体目録から入力することで、画像作成と同時に書誌を作成する
(3) そのほか、ケースバイケースの対応

【著作（典拠）と書誌のリンクは当センターで実施】

→古典資料において著作コントロールは必須
この点は変更なく運用

→拠点大学から提供される書誌データについて
著作データと書誌データのリンク作業はセンターで行う

→当館データベースの入力規則に沿った修正もセンターで実施

●書誌データの作成

4.古典籍のデジタル化



5.さいごに

●本事業について（広報）

●ホームページ
国文研HP http://www.nijl.ac.jp/
本事業専用ページ http://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/

国文研 歴史的典籍 検索

●本事業のニューズレター「ふみ」
年2回の発行。本事業の最新動向などをお知らせしています
また、刊行と同時にウェブ上でも公開しています:
https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/newsletter_fumi_new.html

●国文研公式Twitter @nijlkokubunken
国文研の公式アカウント
本事業の最新情報やイベント情報などについても発信しています



5.さいごに

本事業は、大学や専門的機関と国文研が
共同で行うプロジェクトです。

古典籍を所蔵されている機関の皆さま、多くの情報が
詰まっている古典籍のデジタル化、そして公開への

御協力をよろしくお願いします。

本件に関する問い合わせ:データベース第一係

center_db@nijl.ac.jp


